








人間関係学研究第5号 2006 53-58. 
マーク， L.サヴィカスのキャリア理論(その 2) 
野淵龍雄





















































































サヴィカスは，、 キャリアはパーソナルな ものであるが(Careeris personal.)，従って，キャ
リア ・カウンセリングがパーソ ナル・ カウンセリングとして機能するとき，最も良くその目的
を達成することができ る，と言う 5)。
このいわばノマー ソナル・カウンセリ ングとしてのキャリア・カウンセリ ングにおいてサヴィ
カスが最も重視するのは，カ ウンセラーとクライエ ントの閣のく関係> (relationship)に他
ならない。興味深いことは，サヴィカスが，ここで‘のくrelationship>を， 20世紀に主流となっ
たキャリア ・カウンセリ ング それはく個人を仕事に合わせる〉 ことを目的とす るもので
あったが のカウンセ ラー とクラ イエント聞に典型的にみられたくコミ ュニケ ーション>
Ccommunication)と対比させていることである。 20世紀に主流となったキャリア・カウンセ
リングとは，さしあたり，パー ソンズ， F.のマッチ ング方式による もの とスーパー， D.Eの
「キャリア発達理論J(スーパーの 「自己概念理論J，以降，キ ャリア発達理論とい うときは，
事実上，この自己概念、理論を指している)による ものをいうのであるが， これらによるカウ ン
セリング場面ではカウンセラ ーからクライエ ントに対して，く個人を仕事に合わせる〉べく ，
く客観的キャ リア〉に就くために必要な心理的一社会的情報を 、伝えるグ (comm unica te) こ
とに重きが置かれたから，これらにあっては，カウ ンセラー とク ライエント 聞のかかわ りの本
質はく関係>ではなく ，くコミュニケーション>であっ た， とされるのであるヘ 一方，パー
ソナルなものの，従ってく主観的キャ リア>の実現とく個人に仕事を合わせる>ことを期して
行われるパーソナル ・カウンセリング場面でのカウンセ ラー とクラ イエントのかかわり の本質
は.意味探究一調節一自己実現というキャ リア発達のどの段階においても，く関係> カ
ウンセ ラー とク ライエン トが真に協力 し合う共同的関係 でなければならない。




サヴィカスは，キャ リア・カウンセ リング(パーソナル・カウンセリ ング)場面では，クラ
イエントが生き る意味や働く 意味を れ語り，語り直す過程H (a process of storying and 

































さて，サヴィカスは2000年に著した論文， Renovating the psychology of careers for the 
twenty-first century，において， 21世紀を展望しつつ， キャリア理論をく構成主義>






(in tegra tion)を説いている点である。彼の論点を整理すると， 21世紀はく構成主義>が優勢
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